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肯山公三百年遠忌記念事業
　今年は、仙台藩第4代藩主伊達綱村公（肯山公）が亡くなってから、 300年目
にあたります。 江戸時代の塩竈を救った恩人として今も語り継がれる綱村公
の功績、 伊達家と塩竈・鹽竈神社とのつながりを現代の視点から見つめ直し、
未来の塩竈をつくる道しるべとするために、 記念事業を実施します。

肯山公三百年遠忌記念シンポジウム

「伝える伊達綱村公の思い」
①基調講演　13:30～14:30
　演題　「歴史に学ぶ　子孫へと伝える言葉」
　講師　伊達𣳾宗氏
　　　　（伊達家三十四世 仙台伊達家十八代当主）

②パネルディスカッション　14:45～16:00
　テ ー マ　「伊達家と塩竈・鹽竈神社」
　パネラー　佐藤憲一氏（元仙台市博物館館長）
　　　　　　鍵　三夫氏（志波彦神社・鹽竈神社宮司）
　　　　　　千坂成也氏（松巖山東園寺住職）
　　　　　　佐藤　昭　（塩竈市長）
　コーディネーター　斎藤善之氏（東北学院大学教授）

と　き　10月20日㈯
　　　　13:30～16:00（開場13:00）
ところ　志波彦神社・鹽竈神社大講堂

定　　員　150人
入 場 料　無料
申込期間　9月3日㈪ 9:00～10月5日㈮16:00
申込方法　参加希望の方は、下記へファクスまたはメールで申し込みくだ

さい。
　　　　　詳細は、 市ホームページまたはチラシをご覧ください。 
　　　　　受け付けは先着順です。
　　　　　FAX：365-3347／Email：kouzankou@gmail.com
　　　　　右のQRコードを読み取ると市ホーム
　　　　　ページにアクセスできます。

伊達家三十四世
仙台伊達家十八代当主

伊達𣳾宗氏

東北歴史博物館特別展「伊達綱村展」
と　　き　10月６日㈯～12月２日㈰
観 覧 料　一般1,000円／シルバー（65歳以上）900円／
　　　　　小中高校生300円
展示解説　会期中毎週㈰ 11:00～12:00

　政治・経済・文化の各方面にわたって大きな影響を与えた綱村公につ
いて、 今に残る関係文化財などによって、 その事跡を顕彰します。
　また、 今もなお塩竈の人々に崇敬される綱村公。現在まで受け継がれ
ている地域とのつながりについても取り上げていきます。▲伊達綱村直筆和歌［東園寺蔵］

▲伊達綱村肖像［東園寺蔵］
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綱村公が鹽竈神社に
残したもの

肯山公三百年遠忌記念　　

顕彰碑建立
ご協賛のお願い

　綱村公関連の資料をたくさん所蔵している鹽竈神社博物館。
今回は、学芸員の茂木裕樹さんに、 所蔵資料の解説をしていた
だきました。

①太刀 銘 来国光（らいくにみつ）（国重要文化財）
　当時17歳だった綱村公が、 初めて鹽竈神社を参詣した際に奉納した
太刀です。 来国光は山城（京都）の刀工で、 刀身は鎌倉時代後期のもの
です。おそらく、 伊達家に伝わったものの中から、 特に良い物を選ん
で奉納したと思われます。
②太刀 銘 重勝（しげかつ）（県指定重要文化財）
　鹽竈神社社殿の建替え工事が竣工し、 遷座のお祭りをするのに合わ
せて、 綱村公が奉納したものです。
③笏（しゃく）と平緒（ひらお）
　61歳で亡くなった綱村公の御遺物として装束一式が納められ、 笏と
平緒が現存しています。 平緒は、 束帯で帯剣する際に使った組緒（く
みお）です。
④黒漆五枚胴具足（伊達綱村所用）
　5枚の鉄板を蝶番でつないだ胴が特徴の甲冑です。 政宗公が好んで
使ったため、 仙台藩主や家臣の甲冑は5枚胴のものが多いです。 この
甲冑には、半月形の前立がついていますが、 政宗公と同じ細いタイプ
の前立もあり、 交換することができます。

協賛金1口　　10,000円
下記郵便口座へお振込みください。
口座記号番号：02200－5－123693
加 入 者 名：肯山公顕彰碑実行委員会

　送金は郵便局窓口備え付けの「振込取扱票」をご利用ください。 手続き
の際、 取扱票の通信欄に解説板裏面に刻むお名前（団体名・企業名）を記
入してください。

◇志波彦神社・鹽竈神社敷地内への建立を予定しています
◇協賛いただいた方のお名前を解説板裏面に彫刻します
◇碑銘は伊達家十八代御当主伊達𣳾宗様に揮毫（きごう）いただきます
◇石材は、 仙台城石垣や大崎八幡宮石段、 綱村公が建立した躑躅岡（つ
　つじがおか）釈迦堂碑などに使われている「三滝石」を使用します

問 肯山公三百年遠忌記念顕彰碑建立実行委員会事務局
    （教育委員会内）☎362-2556／FAX365-3347

募集締切
9月25日

▲完成イメージ図

① ② ③

④

　仙台藩だと政宗公が有名で、綱村公が注目されることは少ないです
が、 塩竈にとっては恩人です。 鹽竈神社にとっても縁起の作成、 社殿
の造営、 社領の寄進など、 崇敬の深いお殿様でした。
　この機会に、 鹽竈神社博物館に足を運んでいただき、綱村公につい
て理解を深めてもらえればと思います。 鹽竈神社博物館

学芸員　茂木裕樹さん
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